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   Clinical course of a case of inflammatory vesicosigmoidal fistula is presented. The patient, a 

44-year-old-male, had chief complaints of pollakisuria and pain upon voiding. Fistula was identified 

with colon-fiberscopic examination. Primary resection of lesion was performed and postoperative 

course was uneventful. Histological findings of the specimen were compatible with those of non-

specific inflammation. There was no evidence of neoplastic change. 

   Twenty nine cases of inflammatory vesicosigmoidal fistula were reported in the recent 5 years. 

It was remarkable that the cases of vesicosigmoidal fistula due to sigmoidal diverticulitis have increased. 

Key words: Vesicosigmoidal fistula, Sigmoidal diverticulitis

緒 言

結腸膀胱繧は,本 邦では比較的まれな疾患とされて

いたが,近 年,食 生活などの欧米化にともない,S状

結腸憩室炎によるものを中心として報告例が増加して

いる.今 回,わ れわれは炎症性S状 結腸膀胱縷の1例

を経験したので,若 干の 文献的考察を 加えて 報告す

る,

症 例

患者:44歳,男 子

初診:1982年10月15日

主 訴:終 末時排尿痛,頻 尿

既往歴:特 記すべきことなし

家族歴=特 記すべ きことなし

現病歴:1981年10月 頃 よりときお り下腹部痛 と下痢

をきたしたが,そ のたびに1週 間ほどで,自 然に軽快

消失をみていた.1982年10月13日 よ り,終 宋時排尿痛,

頻尿が出現.翌 日より下痢もともなったため,当 科を

初診した.排 泄性腎孟造影,尿 道造影にて異常を認め

なかったが,10月16日 よ り38～39℃ の発熱をきたし

たため,10月 ユ8日当科に入院した.そ の後10月22日 よ
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り,気 尿 を 呈 す る よ うに な った.

現 症:体 格 中 等 大.体 温37.7℃ で,下 腹 部 に 圧

痛,抵 抗 を 認 め た.直 腸 診 では と くに 異 常 を認 め なか

った.

検 査 所 見=末 梢血;RBG473×104/mm3,wBc

16,600/mm3,Hb14.49/dl,Ht42%,Plt36・5×

104!mm3.血 液 生 化 学;GOT73u,GPT57u,ALP

22.5u,LDH361u,γ 一GTP238u,T,Bili。0.6mg/

dl,D.Bili.0.2mg/dl,T.P.7.79/dl,Alb.4.Og/dl,

BuN13mg/dl,cro.8mg/dl.血 液 電 解 質;Na

139mEq/l,K4.OmEq/l,Cl99mEq/l.尿 所 見;蛋

白(升),糖(一),RBC(昔),WBC(一).尿 培

養;一 般(一),結 核(一),尿 細 胞 診;classL赤

沈;86mm/1。,CRP;6(十),Wa-R;(一)。

膀 胱 鏡 所 見;膀 胱 頂 部 に,限 局性 の発 赤 と出血 斑 を

認 め た.

X線 所 見.

排 泄 性 腎孟 造 影;両 腎 と も排 泄 良 好 で,と くに 異 常

を 認 め な か った(Fig.1).

膀 胱 造 影;膀 胱 上 部 に不 整 繰 を認 め た が,膀 胱 外 溢

流 の像 は な か った(Fig.2).
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注腸造影;盲 腸に多数の憩室(Fig.3)と,s状 結

腸に一部不整像および突出像を認めた(Fig.4).

大腸内視鏡所見=肛 門より約50cmのS状 結腸に,

浮腫および発赤をともなった痕孔を確認 し,こ こに挿

入したカテーテルを通して,膀 胱が造影された(Fig.

5).

以上 よりわれ われは,S状 結腸膀胱痩 と診断し,

1982年11月17日,手 術を施行した.

手術所見:全 身麻酔下に,下 腹部正中切開にて開腹

したところ,S状 結腸と膀胱頂部から後壁にかけて,

膿瘍と思われる鶏卵大の腫瘤を認め,膿 瘍壁の切開に

より,S状 結腸および膀胱に痕孔を確認 したので,S

状結腸部分切除および膀胱部分切除術を施行した.

切除標本:結 腸の痩孔部粘膜は浮腫状であったが,

潰瘍,隆 起性病変を認めなかった.膀 胱粘膜はとくに

異常なかった.S状 結腸および膀胱の痩孔ヘゾンデを

挿入したところを,Fig.6に 示す.病 理組織像では,
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痩孔部に著明な非特異性炎症性変化を認めたが,悪 性

像はなかった(Fig.7)。

経過:術 後経過良好で,術 後20日 で退院した.

考 察

膀胱腸痕の原因は,大 きく,先 天性,外 傷性,炎 症

性,腫 瘍性の4つ に分けられ る.そ のうち,炎 症によ

るものがもっとも多 く,欧 米では全体の57～66%i,2),

本邦でも36%は 炎症性である3)と報告されている.本

症例も,組 織学的所見などか ら,炎 症性S状 結腸膀胱

痩の範曙に入るものと考えられる.炎 症性結腸膀胱繧

の原因として古 くは,結 核,虫 垂炎,女 性附属器炎,

アクチノマイコーシス,ア メーバ赤痢などが報告され

ている.本 邦での,1950年 代,1960年 代の集計例を見

ると,結 核,子 宮附属器炎によるものが多く,S状 結

腸憩室炎 に起因するものは ほとんど報告されていな

い4～7)し か し1957年 の関村の報告8)以来,S状 結腸膀

胱繧の報告例は,徐 々に増加する傾向を示 している.

最近5年 間に報告された,炎 症性S状 結腸膀胱壌は29

Table1。Casesofinflammatoryvesicos三gmoidaI

負stulaintherecent5years(inJapan)

報告者 年代 性 年齢 原因(または合併症)

例にのぼ り,そ のうち25例,89%はS状 結腸憩室炎に

よるものである(Table1).こ れは欧米でのCouris!〉

やSlade3Pの 集計例とほぼ 一致 し,Courisら は,

炎症性結腸膀胱痩197例 中169例 が,ま たSIadeら は,

43例 の炎症性膀胱腸腰のうち35例 がS状 結腸憩室炎に

よるものであったと,報 告している.

元来,結 腸憩室炎は,欧 米においては膀胱に近接

し,合 併症 も多いS状 結腸を中心とした左半結腸に多

く,逆 に本邦では,右 半結腸に限局するものが多いと

されていた、 しかし近年,食 生活などの欧米化にとも

ない,結 腸憩室症,と りわけS状 結腸を中心とした左

半結腸憩室症の増加が指摘されてお り18・32・33),その合

併症としてのS状 結腸膀胱棲の増加を裏づけている.

本症例の原因についても,以 前よりの消化器症状,

右半結腸憩室症の合併などより,S状 結腸憩室炎の存

在を疑 うのが妥妾と思われるが,確 証はない.ま た,

S状 結腸憩室炎の1.5～11.1%に 膀胱痕を合併すると

されD,今 後,S状 結腸憩室炎に よるものを中心とし

て,炎 症性S状 結腸膀胱痩の報告が増えてゆ くものと

予想される.
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結 語

われわれが経験した,炎 症性S状 結腸膀胱痕の1例

を報告し,最 近の報告例(29例)と ともに,そ の原因

の変遷などについて,若 干の文献的考察を加えた.

本 論文 の要 旨は第102回El本 泌尿器科学会関西 地方会にお

いて発表 した.

1.4.5.6,は 村 上29)に よ る.
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